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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学・環境影響評価・環境政策 
キーワード：インベントリ、BVOC、産業連関分析、大気化学輸送モデル、ソース･リセプタ関係 
 
１．研究計画の概要 
本研究では、東アジアで大量に排出される

エアロゾルおよび前駆物質に対し、他国が日
本へ及ぼす越境汚染とそのインパクト、わが
国の経済活動や消費による他国への誘発効
果、各国の排出構造とその相互連関を定量的
に明らかにすることを目的としている。この
ために、①オゾンや有機二次粒子生成の前駆
体として重要な役割を果たす植物起源
VOC(BVOC)インベントリの構築、②大気化
学輸送モデルを用いたアジア諸国の産業部
門別排出量と各国の受ける影響度の国内及
び越境汚染も考慮した影響ポテンシャルに
よる定量化、③産業連関分析法に基づく社会
経済的な人為発生源排出構造の解明、につい
て研究を行う。①では実測データが数少ない
植物起源 VOC（BVOC）フラックスの実測を
アジア固有種について実施し、得られた実測
データとアジア地域の植生図などから BVOC
インベントリマップを作成する。一方、人為
起源インベントリには凝縮性ダスト発生量
などの他計画研究の成果を反映させた改良
を行う。最終的には、輸送・反応過程や人や
植物への暴露影響について、他研究項目の成
果を導入し評価精度の向上を図る。③では、
アジア国際産業連関表の各部門へ人為起源
エアロゾル・前駆体直接排出量さらには、②
で計量された影響ポテンシャルを配分し、負
荷及び影響に関わる内包型原単位の算出を
行う。さらに、産業連関分析法による排出構
造分析を実施し冒頭の目的を達成する。 
 
２．研究の進捗状況 
1) 東アジアにおける BVOC放出フラックスの

評価と排出インベントリの構築 

 わが国の二次広葉樹林およびカラマツ林
に設置された観測タワーを利用し、簡易渦集
積（REA）法により樹冠部において BVOC フ
ラックス年間データを取得し、気温・日射量
との関係が明らかとなりつつある。なお、サ
ンプリングには、DC 電源のみで作動可能で
可搬性を有する REA 法サンプリング装置を
新規に開発した。また、二次広葉樹林で夏季
から秋季にエアロゾルを捕集・分析したとこ
ろ、イソプレン由来と考えられる二次粒子生
成が示唆されるデータを得た。 
2) 東アジアにおける二次生成物質のソー

ス・リセプタ関係(SRRs)の定量化 
東アジアを対象とし、わが国への二次粒子

（硫酸塩、硝酸塩等）沈着量に及ぼす前駆物
質排出 6 部門及び地域別（日中韓）寄与度を、
ゼロエミッション法による大気化学輸送シ
ミュレーションから季節別に検討した。さら
に、九州，関西，関東地域をリセプタとして
オゾン及び硝酸塩粒子濃度に及ぼす中国の
前駆物質（NOx，NMVOC）排出 6 部門の影
響を，前駆物質排出量を段階的に削減させる
エミッション感度法により 1 月と 7 月につい
て検討した。 
3) 国際産業連関表による環境負荷・影響の

社会経済的構造分析 
 日本を含むアジア諸国と米国の 10 ヶ国の
アジア国際産業連関表をもとに、各国の 76
経済部門における黒色炭素（BC）及び有機炭
素（OC）粒子排出量、内包型原単位を推計し、
各国の最終需要分析により、特に国別部門別
誘発量の詳細など、これまで皆無であった最
終需要による含炭素粒子排出の誘発構造を
明らかにした。 
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３．現在までの達成度 
サブ課題ごとに異なるが、全体的にはほぼ

当初の計画を達成している。 
1) 東アジアにおける BVOC 放出フラックス

の評価と排出インベントリの構築 
 二次広葉樹林におけるコナラ群落からの
イソプレン放出フラックスは、年間データを
取得し、初期の目的はほぼ達成し、データの
蓄積を継続している。アカマツ林での実測は
予備検討を終え本格観測を行っている。イン
ベントリマップ構築のための植生、気象デー
タの検討はほぼ終え、関西地域を対象に実測
データに基づく BVOC 発生インベントリを
構築し、従来のインベントリに対する優位性
を確認した。なお、イソプレン由来の二次生
成有機エアロゾルの存在が示唆されるデー
タが得られ、新たな検討を開始した。 
2) 東アジアにおける二次生成物質のソー

ス・リセプタ関係(SRRs)の定量化 
発生源情報を変化させて大気中濃度や沈

着量に及ぼす非線形な影響を定量化する解
析を通年で実施中であるが、計算量が膨大で
解析に時間を要しており、当初計画より遅れ
ている。研究分担者の追加、計算量の低減方
法の検討も含めて進展を図る。 
3) 国際産業連関表による環境負荷・影響の

社会経済的構造分析 
 2000 年アジア国際産業連関表をもとに、各
国の 76 経済部門における化石燃料燃焼、バ
イオマス燃焼及び農作物の野焼きによる BC
及び OC 粒子の部門別直接排出量を推計し、
従来報告例のない部門別内包型原単位を求
めた。得られたデータより、これまで皆無で
あった最終需要による含炭素粒子排出の誘
発構造が世界で初めて明らかとなった。また、
現在利用可能な連関表の年度が 2000 年度と
古いため、2005、2008 年度への延長を行い、
当初の計画より進んで排出構造の時間的変
化が明らかとなった。 
 
４．今後の研究の推進方策 

BVOC 実測データの集約と、P03 の成果を
導入したアジア固有の人為発生源からの排
出インベントリを完成させ、化学輸送モデル
計算に反映させる。中間評価のコメントに対
して、アジア国際産業連関表を用いた社会経
済的分析では、越境汚染のみならず中国国内
での影響インパクトを定量的に明示し、中国
の部門別環境負荷低減策を導入したシナリ
オ分析による効果的な削減策を検討する。研
究項目 A01 内部では、イソプレンからの二次
粒子生成を共通課題として物理、化学計測班
との連携により室内及び野外観測実験を推
進する。なお、当面は既往結果を用いるが、
最終的な影響ポテンシャル評価には A03、
A04 の成果が必要であり、導入部を整備して
対応する。 
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